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みなさん こんにちは。 新たな年が明けて 1 ヵ月が経ちました。如何お過ごしでしょうか。 

年始である 1 月 1 日に発生した能登半島地震における災害により、被災された皆さまに心よりお

見舞い申し上げます。被害の全容把握や安否不明者の捜索も終わらない状況ですが、生活環境の改

善と災害の復旧が進むことを祈っております。 

 

3 ヵ月に 1 度を予定している事業通信ですが、前号以降に 1月 1日付会員数での半年報の提出が

行われております。暫定版の速報では、1,306名(特別メネット 35 名を除く)となっております。 

期初 7 月 1 日時点での会員数は、1,281名(特別メネット 38 名を除く)でした。以降、上半期にお

ける入会者数 66名(転入 2 名を除く)を迎え入れ、純増数は 25名となっております。 

私たちのクラブが行っている奉仕をはじめとする事業活動を、もっと社会に拡げ、より意義あるも

のとするためには、新しいメンバーを数多く受け入れることが大切です。会員増強を通じた積極的な

EMC活動をお願い致します。 

また、今期が始まってから 7 ヵ月が過ぎ、1 月 31 日には、『個人ブースター（国際）賞申請』の対象

期間の区切りを迎えました。対象者が居られるクラブからの申請は、2 月 10 日迄に西日本区事務所

へ提出となっております。同一会員が昨年 2 月 1 日からの１年間に３名以上のスポンサーを果たした

際に国際から表彰される個人ブースター賞です。スポンサーとなられたメンバーは当然ながら、1 名

でも多くの新しいメンバーを迎え入れることのできたクラブに対して、ワイズダム発展に寄与頂きま

した実績に心より感謝申し上げます。 

 

ＥＭＣ活動の内、新入会員獲得については、その成果に数ヵ月間掛かることもあります。 

声を掛け続けること、そして、ゲストを迎え入れる計画を継続していくことが本当に大切ですね。 

 

まだまだ、仲間を増やしましょう。メンバー数純増 10％以上を目指しましょう。 

宝塚クラブ 2 名、 京都トップスクラブ 1 名、 京都キャピタルクラブ 1 名、  

神戸ポートクラブ 1 名、 京都パレスクラブ 1 名 

昨年12月に永眠されました 牧野万里子 西日本区国際・交流事業主任（京都ウエストクラブ）へ 

改めて深い感謝を述べるとともに 謹んで心から哀悼の意を表します 



京都洛中クラブ 2 名、 大阪サウスクラブ 1 名、 京都グローバルクラブ 2 名、  

京都エイブルクラブ 1 名、 近江八幡クラブ 1 名、  

鹿児島クラブ 1 名、 和歌山紀の川クラブ 1 名、 滋賀蒲生野クラブ 1 名 

京都パレスクラブ 2 名、 京都エイブルクラブ 1 名、 京都トゥービークラブ 1 名 

神戸ポートクラブ 1 名、 京都パレスクラブ 2 名、 京都洛中クラブ 1 名 

神戸クラブ 1 名 

大阪泉北クラブ から 12 月に大阪長野クラブ への転入 1 名 

長浜クラブ から 1 月に高島クラブ への転入 1 名 

 

11 月 8 日(水) 

宝塚クラブ 2 名入会式 

11 月 16 日(木) 

京都トップスクラブ 1 名入会式 

11 月 21 日(火) 

京都キャピタルクラブ 1 名入会式 

11 月 22 日(水) 

神戸ポートクラブ 1 名入会式 

 

 

 

新たにメンバーとなられた皆様、 

また、新たなメンバーを迎えられたクラブの皆様、 

おめでとうございます。 



11 月 22 日(水) 

京都パレスクラブ 1 名入会式 

12 月 2 日（土） 

京都洛中クラブ 2 名入会式 

12 月 5 日（火） 

大阪サウスクラブ 1 名入会式 

12 月 6 日（水） 

京都グローバルクラブ 2 名入会式 

1 月 10 日（水） 

京都パレスクラブ 2 名入会式 

1 月 18 日（木） 

京都トゥービークラブ 1 名入会式 

 

 

 写真は、訪問した入会式の他、報告や提供頂いた

ものを使用しております。間に合わなかったクラブ

や掲載できなかったクラブの方々、申し訳ござい

ません。また、報告や提供をお待ちしております。 



11 月 4 日(土) 呉ポートピアパーク にて 

秋の紅葉を満喫できる上に、瀬戸内海とそこに

浮かぶ江田島の景色が広がる呉で、部会が始まる

前に少し歴史的な話もお伺いしながら散策できる

時間が有りました。また、呉クラブの法被を着たメ

ンバーからも受付の際からとてもホスピタリティー

を感じさせていただきました。 

『「生々：利他のワイズ」を理念に共に歩み考えよ

う』竹本豊治部長主題のもと、約 90 名のメンバー

が集まり開会、部会の式典は、竹本部長の挨拶が行

われ、続いて 5 クラブのバナーセレモニーで各クラ

ブ順に紹介がされました。続いて、基調講演が行わ

れ、被爆二世であり被爆体験伝承者として、数々の

講演をされている山口恵司ワイズ（呉クラブ）より

『語り継ぐ被爆の実相と平和への思い』として、なぜ広島に原爆が落とされたのか、そして、被爆の様

子と子どもたちの生活、また、父親から語られた 8 月 7 日の広島の様子についての伝承に耳を傾け、

当時の様子を改めて認識し直すことにより、平和の尊さを心に留める機会となりました。 

式典会場を出て紅葉の中で集合写真を撮り、より海沿いとなるテラスへ場所を移動して行われた

懇親会、音楽教室クロッシュの皆さんに谷川ピアノ教室谷川さんを含めて子どもたちパフォーマンス

が行われました。子どもたちの保護者もテラス周りで見学されていたようで、ＥＭＣ活動の担当として

は、ワイズの懇親会も見学したことで、入会候補者になって頂けないものか、とても気掛かりでした。 

終盤まで、竹本節は炸裂し、坂田王將次期部長や今回の部会で実行役として協力いただいたＹＭＣ

Ａの担当連絡主事の方々の紹介でも、本当に部内のメンバーへの強い思いの感じられる場面が多く

みられました。規律ある式典と親睦と融和を大切にする懇親会でのメリハリが、とても感じられた部

会で、ホスピタリティーに包まれる雰囲気の中、来年の部会にも全員参加の声の中、散会となりました。 



京都東稜クラブ 

事業名：7 月第一例会「ワイズに歴史と理念&わがクラブの理念」 

実施日：2023 年 7 月 13 日（木） 

実施場所：京都経済センター会議室 

 

京都 ZERO クラブ 

事業名：8 月 5 日 麻雀同好会 

実施日：2023 年 8 月 5 日（土） 

実施場所：ジャストびぃ～ 

 

京都トップスクラブ 

事業名：新入会委員オリエンテーション 

実施日：2023 年 8 月 7 日（月） 

実施場所：ウエスティン都ホテル京都 

 

京都トップスクラブ 

事業名：EMC 納涼例会 

実施日：2023 年 8 月 9 日（水） 

実施場所：アサヒビアホール京都 

 

京都トップスクラブ 

事業名：トップス経営塾第 16 弾 

実施日：2023 年 9 月 7 日（木） 

実施場所：京都三条 YMCA 

 

京都トップスクラブ 

事業名：EMC ファンド合同ゴルフコンペ 

実施日：2023 年 10 月 4 日（水） 

実施場所：大津西カントリークラブ 

 

京都トップスクラブ 

事業名：トップスプレゼン大会 

実施日：2023 年 10 月 17 日（火） 

実施場所：京都三条 YMCA 

 

京都トップスクラブ 

事業名：オリエンテーション 

実施日：2023 年 10 月 18 日（水） 

実施場所：ウエスティン都ホテル京都 

 

京都トップスクラブ 

事業名：EMC ファミリーBBQ 大会 

実施日：2023 年 11 月 19 日（日） 

実施場所：上賀茂グランピングパーク 

 

  



京都トップスクラブ 

事業名：トップス経営塾第 17 弾 

実施日：2023 年 11 月 22 日（水） 

実施場所：京都三条 YMCA 

 

京都ウエストクラブ 

事業名：EMC 例会 

実施日：2023 年 11 月 22 日（水） 

実施場所：ホテルモントレー京都 

 

京都 ZERO クラブ 

事業名：ゲストスピーカー100 人例会 

実施日：2023 年 11 月 23 日（木） 

実施場所：ホテル日航プリンセス京都 

 

ワイズメンとなり、過去に３名以上のメンバーのスポンサーとなってクラブに新メンバーを迎え入れ、

ＥＭＣ事業に貢献された方は、ＥＭＣパートナーズ賞に該当します。個人ブースター（国際）賞のように

1 年間との期間による制約はありません。また、一

度受賞された後に再び３名以上をスポンサーされ

た場合も申請可能です。 

 

～EMCパートナー賞創設の趣旨～ 

ワイズメンズクラブにとって、会員増強は永遠の

課題です。この賞は、何年掛かってもよい、地域、

区、部、クラブが変わっても、また途中に途絶えて

もよい、最初にワイズに足を踏み入れた時から３人

以上のパートナーになっていただけるスポンサー

を育てること。そして、その功績やヒストリーを讃

えるために、2015年に創設されました。 

 

同一会員が 1 年間に 3名以上のスポンサーを果たした時、個人ブースター賞に該当します。 

（但し、会員異動報告書及び入会金が西日本区事務所へ届いている事が条件です。） 

※ 2023 年 2 月 1 日～2024 年 1 月 31 日迄 

の一年間 

※ スポンサー対象は、クラブが異なっても可 

西日本区事務所を通じて、申請を行うことにより、

その会員が表彰されることになります。 

申請用紙コピーを主任・部長・主査各位に同時に

郵送 または E-mail してください。 

申請用紙の原本及び英文原本は 郵送にて 

2024年 2月 10日迄に西日本区事務所へ提

出した場合、国際へ申請されます。 

 

 

 



各部のＥＭＣ事業主査を通じて、各クラブへデータにて配布しました『ＥＭＣ調査集計表』について、

各クラブの会長から各部のＥＭＣ事業主査へ提出をお願いします。 

各部のＥＭＣ事業主査にて取り纏められた資料

が、ＥＭＣ事業主任へ提出されます。西日本区大会

での表彰基準となる例会出席率の確認を含み、会

員数の近況を把握する資料の基となります。 

 

各クラブにあって、毎月のクラブの運営状況を把握することは、大切です。 

集計表により、会員数を常に把握し、例会出席率を意識しながら、出席できなかったメンバーへのコ

ンタクト・声掛けを行い、メーキャップを促して下さい。また、ゲストビジター数も意識し、ゲストを呼べ

る例会の自クラブでの評価や入会候補者の有無、入会の意思等についてゲストのスポンサーへの再

確認を行って下さい。併せて、毎月の入会・退会を記録することにより、会員異動報告書提出の漏れが

ないかの確認もお願いします。 

 

 

改めて、連絡を通じてのお願いです。 

ＹＥＳはワイズ拡張サポートです。 

理解を深め献金に繋げましょう。 

 

西日本区では、献金での目標を次の通りとし

ております。 

目標金額 1人あたり 500円 

納付期限：2024年 3月 15日迄 

 

昨期は、3 クラブ設立の際に 60 万円、アジア

太平洋地域ＹＥＳ支援金へ 20 万円を拠出する

ことができております。 

 

ＹＥＳ（Y’s Extension Support）献金は、

新クラブ設立を進めるクラブ、会員を支援する

ためのものです。新クラブ設立には、多くの時

間と色々な方々の尽力に頼ることが必要となり

ます。設立準備から尽力されたクラブと新たに

設立されたクラブの第一歩に対する支援が、より充実したものとなるよう、献金へご協力下さい。 

 

西日本区では、新クラブの設立に際し、多くの新しいメンバーの入会が伴っております。 

アジア太平洋地域内での新クラブ設立への機運と活性化への支援にも繋がっております。 

何卒、ご理解とご協力の程、宜しくお願いします。 

 

7 月分の提出 期限： 8 月 5 日(土) 

8・9 月分の提出 期限：10 月 5 日(木) 

10・11 月分の提出 期限：12 月 5 日(火) 

12・1 月分の提出 期限： 2 月 5 日(月) 

2・3 月分の提出 期限： 4 月 5 日(金) 

4・5 月分の提出 期限： 6 月 5 日(水) 

6 月分の提出 期限： 7 月 5 日(金) 



ＥＭＣの成功は、メンバーの充実感につながり、各クラブの力や糧となります。 

    それはまた、各部の盛り上がり、西日本区の成果ともなります。 

       皆様の知恵と行動でＥＭＣ活動を導いていきましょう。 

                                             宜しくお願い申し上げます。 
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